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資料１－１



はじめに

〇 令和３年８⽉１⽇より認定薬局制度が開始され、４年が
経過しました。

〇 地域包括ケアシステムを担う⼀員として、
地域連携薬局及び専⾨医療機関連携薬局（認定薬局）は、
地域医療の質の向上に貢献することが期待されています。
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地域連携薬局
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⼊退院時の医療機関等との情報連携や在宅医療等に、地域の薬局と
連携しながら⼀元的・継続的に対応できる薬局



専⾨医療機関連携薬局
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他医療提供施設と連携してがん等の専⾨的な薬学管理に対応できる薬局



認定要件の概要
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（１）患者が安⼼して相談しやすい環境
プライバシー等への配慮した構造設備 等

（２）医療提供施設（医療機関、薬局等）との連携体制
地域ケア会議や退院時カンファレンス等への参加など、
関係機関と情報共有する体制 【情報提供の実績も必要】

（３）地域でいつでも相談や調剤に対応できる体制
時間外の相談対応、休⽇・夜間の調剤対応、地域のＤＩ室 等

（４）⾼い能⼒を持つ薬剤師が患者に継続して関わるための体制
・地域包括ケアシステム研修修了薬剤師／がんの専⾨性を有する

薬剤師の配置
・常勤薬剤師の配置

（５）在宅医療への対応＜地域連携薬局のみ＞
⿇薬、無菌調剤及び医療機器・衛⽣材料を提供する体制の整備

【居宅等における調剤並びに情報の提供及び薬学的知⾒に基づく指導の実績】



⽬指すべき⽅向
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〇地域包括ケアシステムを担う⼀員として認定薬局が地域医療の質の向上に
貢献する。

＊⼤阪府では厚⽣労働省の想定軒数に準じた認定軒数を⽬指す。
地域連携薬局 ︓⽇常⽣活圏域(中学校区)ごとに少なくとも１薬局以上
専⾨医療機関連携薬局︓⼆次医療圏ごとに少なくとも１薬局以上

府⺠・関係機関、薬局に向けた取組みについて

（１）府⺠・関係機関への周知
・認定薬局の役割や活⽤するメリットを周知（ＨＰの作成、啓発資材等の配布）
・認定薬局を検索できるサイトを整備

（２）薬局への⽀援
・かかりつけ薬剤師・薬局の機能強化に係る事業の好事例を共有
・医療機関と薬局の連携及び在宅での服薬指導等に関する研修

令和３年度 第１回⼤阪府薬事審議会において審議



地域連携薬局数（全国）
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全数 ２９１（令和７年12⽉31⽇時点）
地域連携薬局数（⼤阪府）

※ ⻘字は保健所設置市

⼤阪市 97 守⼝市 3 松原市 7 ⾼⽯市 1
堺市 34 枚⽅市 10 ⽻曳野市 5 泉南市 0
豊中市 10 寝屋川市 4 藤井寺市 2 阪南市 3
池⽥市 7 ⼤東市 2 ⼤阪狭⼭市 3 忠岡町 0
吹⽥市 24 ⾨真市 3 太⼦町 0 熊取町 2
箕⾯市 7 四條畷市 2 河南町 0 ⽥尻町 1
豊能町 0 交野市 2 千早⾚阪村 0 岬町 0
能勢町 0 ⼋尾市 7 岸和⽥市 3
⾼槻市 17 柏原市 2 泉⼤津市 0
茨⽊市 11 東⼤阪市 12 ⾙塚市 1
摂津市 1 富⽥林市 2 泉佐野市 1
島本町 1 河内⻑野市 3 和泉市 1

(参考)管轄別件数
薬務課 143
茨⽊HC     78
守⼝HC 26
藤井寺HC 31
泉佐野HC 13
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地域連携薬局数の推移（中河内・南河内圏域）

※ 中学校区数は、公⽴中学校（義務教育学校(後期課程)を含む）の数

（出典）⼤阪府内市区町村別⼈⼝︓令和６年度⼤阪府統計年鑑(令和６年10⽉１⽇時点）
令和７年度 公⽴中学校・義務教育学校（後期課程）⼀覧表
https://www.pref.osaka.lg.jp/o180080/shochugakko/jyuusho/index.html

圏域 市区町村 中学校
区数※ R3.8.1 R4.3.31 R5.3.31 R6.3.31 R7.3.31 R7.12.31 充⾜率 ⼈⼝

10万対

⼤阪府全体 458 58 179 261 293 284 291 63.8% 3.3 

中河内 48 6 15 20 22 21 21 43.8% 2.6 
⼋尾市 15 3 7 8 8 7 7 46.7% 2.7 
柏原市 8 0 1 2 3 2 ２ 25.0% 3.0 

東⼤阪市 25 3 7 10 11 12 12 48.0% 2.5 

南河内 37 1 9 15 19 18 22 59.5% 3.8 
富⽥林市 8 0 0 1 1 2 2 25.0% 1.9 

河内⻑野市 7 0 0 2 2 1 3 42.9% 3.0 
松原市 7 0 3 4 7 8 7 100.0% 6.0 

⽻曳野市 6 0 3 3 3 3 5 83.3% 4.6 
藤井寺市 3 1 3 3 2 3 2 66.7% 3.2 

⼤阪狭⼭市 3 0 0 2 4 1 3 100.0% 5.2 
南河内郡太⼦町 1 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.0 
南河内郡河南町 1 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.0 

南河内郡千早⾚阪村 1 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.0 
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地域連携薬局の件数推移
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専⾨医療機関連携薬局数（全国）
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⼤阪市圏域 ７
北部︓都島区１、北区１
⻄部︓⻄淀川区１
東部︓中央区３
南部︓阿倍野区１

北河内圏域 １
枚⽅市1

中河内圏域 １
⼋尾市1

堺市圏域 3
堺区１、北区１、⻄区1

南河内圏域 ０
申請中１

豊能圏域 3
池⽥市１、吹⽥市２

泉州圏域 ０

三島圏域 ４
⾼槻市３、茨⽊市１

全数１９（令和7年12⽉31⽇時点）

(参考)管轄別件数
薬務課︓10 茨⽊HC︓7 守⼝HC︓１
藤井寺HC ︓1 泉佐野HC︓ 0

専⾨医療機関連携薬局数（⼤阪府）
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https:// www.pref.osaka.lg.jp/o100100/yakumu/index.html

★府内の地域連携薬局・専⾨医療機関連携薬局の
最新リストは下記のホームページに掲載しています︕

⼤阪府内の認定薬局リスト
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令和7年度の取組み状況
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【府⺠への周知・広報】
・⼤阪府ホームページで認定薬局制度の紹介や認定薬局リストの掲載
・認定薬局についてSNS（Facebook、もずやんX）で情報発信（8⽉１⽇、

１⽉15⽇）
・府内のイオン４店舗で認定薬局の周知のチラシを配架（８⽉）
・「薬と健康の週間」での啓発資材(お薬⼿帳)の配布(10⽉19⽇)
・⼤阪府消費者フェアでの広報(web開催 10⽉17⽇〜11⽉10⽇)
・⼤阪府⺠のための健康アプリ「アスマイル」を活⽤したＰＲ

コラム掲載（10⽉7⽇）,アンケート実施（10⽉20⽇〜10⽉31⽇）

【薬局への⽀援】
・⽴⼊調査の際に、認定薬局の周知チラシを配布

【関係機関への周知・広報】
・薬事懇話会等での認定状況等の説明（堺市、豊能、北河内、中／南河内、泉州）
・⼤阪介護⽀援専⾨員協会の研修会で認定薬局の周知のチラシ500部を配布

【その他】
・認定薬局啓発ステッカーを作成し、すべて認定薬局へ配付

【⼤阪府薬剤師会への⽀援】
・⼤阪府薬剤師会が主催する認定薬局についての講習会（11⽉15⽇）において、

府内の認定状況等について紹介
・⾼度・多様化する在宅患者ニーズへの対応⼒向上を図る研修等の実施を⽀援



認定薬局啓発ステッカー
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認定薬局を府⺠に知っていただくため、薬局において掲⽰できるス
テッカーを作成し、認定薬局への配付を令和７年８⽉より開始

【ステッカー⾒本】



地域連携薬局についての今後
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「薬局・薬剤師の機能強化等に関する検討会」にて機能・役割について整理が⾏われ
ており、認定要件の⾒直しが予定されている。

令和７年６⽉30⽇第15回薬局・薬剤師の機能強化等に関する検討会（抜粋資料）
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まとめ
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〇 地域連携薬局の役割は、医療機関や介護施設と連携し、
地域医療連携の中核薬局として、患者の服薬管理を⼀元
的・継続的に⽀援することです。

〇 薬剤師の専⾨性を活かしつつ、地域薬剤師会や⾏政、
医療機関等の多職種と連携しながら、地域住⺠が安⼼し
て医薬品を受け取れる体制づくりに貢献することが強く
期待されています。



【掲載場所】
府ウェブサイト「地域別ジェネリック等フォーミュラリ関連医薬品使⽤実績リスト」
URL︓https://www.pref.osaka.lg.jp/o100100/yakumu/generic/jigyo.html
【活⽤シーンの例】
〇診療所等や薬局においてジェネリック医薬品を採⽤するときの参考にする。
〇フォーミュラリを検討するときの参考にする。

（その他お知らせ）後発医薬品等使⽤実績リスト
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⼆次医療圏別、郡市区別に後発医薬品等の使⽤実績を⾒える化したリスト
を作成しています。地域の活動にお役⽴てください。
※リストは国⺠健康保険及び後期⾼齢者医療の府内の調剤レセプトデータをもとに作成したものです。



（その他お知らせ）電⼦処⽅箋の活⽤・普及の促進事業
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⼤阪府電⼦処⽅箋普及促進事業
○対象︓電⼦処⽅箋を導⼊した府内の医療機関及び薬局(※国のICT基⾦補助⾦の交付決定がされていること。府が実

施する電⼦処⽅箋の活⽤・普及の促進に関する取組みに協⼒すること。)
○助成額（率）︓（初期導⼊及び新機能拡充の場合）

⼤規模病院（200 床以上）100.3万円（1/ 6）、病院（200 床未満）67.6万円（1/ 6）、
診療所 13.5万円（1/ 4）、薬局 13.8万円（1/ 4）
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申請受付期間延長

申請受付期間

導入期限：令和7年
９月30日

申請受付期間

都道府県への補助
なく終了

病院・診療所は
要件変更し延長令和８年9月30日まで延長（薬局はこれをもって終了）

施設区分 ⼤阪府施設数
(R6.4概数)

⼤阪府内導⼊施設
（R7.11時点）

全国の導⼊割合
（R7.11時点）

病院 503 79 16.0% 17.8％
診療所（医科） 9,038 1,631 21.3% 21.3％
診療所（⻭科） 5,451 371 7.7% 7.4％
薬局 4,611 3,851 85.7% 87.1％
府内合計 19,603 5,559 34.0% 37.0％

（参考）電⼦処⽅箋導⼊状況



ご清聴ありがとう
ございました

「Ⓒ2014 大阪府もずやん」


